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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の箸が着脱可能であり、装着した箸の箸先が開閉可能なように箸の頭部を挟持して
箸での食事を補助する箸ホルダーにおいて、
　装着される一対の箸の頭部が摺動可能な平面部分を有する基部と、
　該基部に接続され、該基部の平面部分に対向する対向部と、
　装着した箸の箸先の開き角度を所定の開き角度に制限するストッパー部と、
　前記基部と前記対向部との間に配置され、装着した箸の頭部を前記基部に向かって押し
つける第１弾性体と、
　箸の頭部を前記基部の前記平面部分上で滑動可能とし前記ストッパー部に押しつけて箸
先を所定の開き角度に広げる第２弾性体と、
を備えており、
　箸の箸先を閉じる向きに力を加えると、前記ストッパー部の一端を支点として箸が回動
することを特徴とする箸ホルダー。
【請求項２】
　請求項１に記載の箸ホルダーにおいて、
　前記箸を装着した際に箸先が揃うように箸の頭部側の端面を押し当てる第１立上げ部を
前記基部又は前記対向部の奥側に立設したことを特徴とする箸ホルダー。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の箸ホルダーにおいて、
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　箸の装着時の挿入性を良くする第２立上げ部を前記平面部分の中心線に略沿って立設し
たことを特徴とする箸ホルダー。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の箸ホルダーにおいて、
　前記第１弾性体において装着した箸の頭部に接触する箸押付け部分は、箸の反力で撓ん
で凹むのを防止するために円弧状、折り曲げ状、又は棒状にして強化していることを特徴
とする箸ホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手の障害などで一般の箸を普通に使うことが困難な人や幼児や箸の使えない
外国人が普通に箸を使えるようにするのに好適な箸ホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通常の箸を使うことが困難な人用に箸の頭部を連結して可動するヒンジ部が摺動
する特殊箸で２本の箸が連結された障害者専用箸の補助具（自助具）して構成され市販さ
れているものがある。また他の一例として、特許文献１に記載の食事用自助装具（自助具
）は、特殊箸の頭部において１本の箸を２枚のガイド板の間に２本のネジで固定し、他の
１本の箸は、ネジ１本をヒンジとして使い、２本の箸の間にバネを挟んで箸先を広げる箸
補助具として構成されているものがある。また、一般に市販の一対の箸を着脱可能な箸補
助具としての特許文献２に記載の箸ホルダーは、平面が片方の板のみで弾性体の輪ゴムを
引き伸ばして箸を１本ずつ挿入し、該輪ゴムが箸を平面に押し当て、また、該弾性体の輪
ゴムを箸の外側から作用させ箸先を広げる構成になっており、箸の太さが異なる割り箸で
も関係なく使用でき、また、日常使用中の箸でも装着できる箸補助具（自助具）となって
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１２２１８７号公報
【特許文献２】特開２００９－２５４８０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の食事用自助装具は、箸を洗う際に箸だけを取外すことが出
来ず、該箸の連結部の内部の洗浄が難しい。また、特許文献２の箸ホルダーは、箸の装着
に慣れを要すこともあり、また、手の障害などで一般の箸を普通に使うことが苦手な人や
幼児にとっては困難な場合も考えられる。
【０００５】
　本発明は、係る事由に鑑みてなされたものであり、その目的は、箸ホルダーの内部の洗
浄が容易で、しかも、箸ホルダーへの箸の装着を容易にした箸ホルダーを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の箸ホルダーは、一対の箸が着脱可能であ
り、装着される箸の箸先が開閉可能なように箸の頭部を挟持して箸での食事を補助する箸
ホルダーにおいて、装着するとき一対の箸の頭部が摺動可能な平面部分を有する基部と、
該基部に接続され、該基部の平面部分に対向する対向部と、装着した箸の箸先の開き角度
を所定の開き角度に制限するストッパー部と、前記基部と前記対向部との間に配置され、
装着した箸の頭部を前記基部に向かって押しつける第１弾性体と、箸の頭部を前記基部の
前記平面部分上で滑動可能とし前記ストッパー部に押しつけて箸先を所定の開き角度に広
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げる第２弾性体と、を備えており、箸の箸先を閉じる向きに力を加えると、前記ストッパ
ー部の一端を支点として箸が回動することを特徴とする。
【０００７】
　なお、箸ホルダーの基部は、箸の頭部が摺動可能な平面部分と同じ面の平面部分以外の
箇所については、平面であっても、平面でなく凹みや孔があってもよいことは言うまでも
ない。また、第１弾性体は、箸押付け部分別に弾力性のある材質で複数設けてもよい。同
時に、第１弾性体や第２弾性体については、太い箸が装着時に永久変形を起こさない範囲
で撓むことが出来る形状に形成することが必要であることは勿論であり、また、材料や形
状が特定されるものではない。また、合成樹脂の弾力性を利用し形状や薄さによって基部
などのいずれかの部分と部分的に一体で第１弾性体の働きをする弾性体などを形成するこ
とも可能である。また、これらの弾性体とともに金属や他の材料などの別部品を組み込ん
で構成してもよいことは言うまでもない。
【０００８】
　更に、基部及び対向部の外側の表面には、凹凸のあるキャラクターや平板状のキャラク
ター、及び、宣伝用ラベル等を一体または別体で取り付けることにより幼児や子供や外国
人向けなどに適した箸ホルダーに仕上げることが可能である。更に、基部及び対応部の材
質については、合成樹脂や金属やセラミックなどを使うことできるが、それらに限定され
るものでなく平面部分などを形成できるものなら何を使っても良い。ただし、食品安全上
から人体に影響を及ぼさない材料を使うのがよい。
【０００９】
　箸の開き角度は、幼児用や大人用などの使用者に合わせて決める。後述する図面では左
右両側で対称になる方法で図面化しているが、目的に合わせて箸ホルダーの外観形状と共
に非対称の形状であってもよい。
【００１０】
　また、箸開き角度を制限するストッパー部の箸当り面については、後述する図面上では
、平面状に表示しているが、例えば、箸当り面の代わりにストッパー部として一式の２個
の円柱を立ち上げても同じ働きをする。この場合、ストッパー部の形状は、円柱のほかに
も四角柱や三角柱など何を使っても同様の作用をするものであればよく、後述する図２、
図５や図８の如くに形状が特定されるものではない。
【００１１】
　また、後述の図２などで示して説明するストッパー部については、箸先を無理に広げた
際にストッパー部が破損することを防止するために、この部の材質を可撓性の大きい材質
に変更して破損を防止する構造、または、箸当り面を傾斜面として箸が無理な力を受けた
場合に外れ易くするなどの形状の変更をしてもよい。
【００１２】
　請求項２に記載の箸ホルダーは、請求項１に記載の箸ホルダーにおいて、前記箸を装着
した際に箸先が揃うように箸の頭部側の端面を押し当てる第１立上げ部を前記基部又は前
記対向部の奥側に立設したことを特徴とする。
【００１３】
　なお、第１立上げ部は、基部と対向部を接続するためとしても設けられるものであって
もよいし、基部と対向部を接続するためとは別に設けられるものであってもよい。
【００１４】
　請求項３に記載の箸ホルダーは、箸の装着時の挿入性を良くする第２立上げ部を前記平
面部分の中心線に略沿って立設したことを特徴とする。
【００１５】
　なお、第２立上げ部の構成方法の一例として、箸を平面部分に向かって押しつける第１
弾性体の箸先側の箸押付け部とそれを支える第２立上げ部の先端部を平面部分の先端部よ
り少し前に長くなる位置に出し、箸を挿入する際に平面部分の先端部に箸の頭部を押し当
て、同時に箸の頭部で第１弾性体の箸先側の箸押付け部を持ち上げて該箸を挿入する機構
とすることができる。
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【００１６】
　請求項４に記載の箸ホルダーは、第１弾性体において装着した箸の頭部に接触する箸押
付け部分を、箸の反力で撓んで凹むのを防止するために円弧状、折り曲げ状、又は棒状に
して強化することを特徴とする。
【００１７】
　なお、箸押付け部分の剛性を上げる方法は、板ばねの場合には、折り曲げて端部の強化
を図る方法や別部材を使って端部をカバーする方法など第１弾性体の箸に接触する両端部
を剛体化できるものであれば、形状・材質なども後述する図に示されたものに限定される
ものではない。また、合成樹脂などで作ったばね等は、箸に接触する部分を一定の断面形
状の曲面にするなどして剛性を高めるのが良い。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１に記載の箸ホルダーによれば、箸を箸ホルダーへ押し込んで容易に装着ができ
る。また、箸を取り外すには箸を引き抜くだけでよいので、容易に箸と箸ホルダーの内部
の洗浄をすることができ、清潔な食事環境とすることができる。
【００１９】
　また、請求項１に記載の箸ホルダーによれば、箸を握ると箸先は一定平面内の動きに制
約されて動き箸先を揃えることができる。従って、手や指に障害があって箸が上手に使え
ない人や幼児や箸を使えない外国人でも本発明の箸ホルダーに市販の箸を装着することに
よって小さな物でも摘む事が容易になる。
【００２０】
　請求項１に記載の箸ホルダーによれば、外食時に箸ホルダーのみを持参してお店の箸を
装着して使えるので、持ち運びに嵩張らない。
【００２１】
　請求項２に記載の箸ホルダーによれば、第１立上げ部によって、箸を奥まで押し込むと
箸先が更に揃い易くなり、適正な装着が容易になる。
【００２２】
　請求項３に記載の箸ホルダーによれば、箸の頭部が第２立上げ部の側面に沿って奥側に
入って行くので、箸をスムーズに挿入することができる。
【００２３】
　請求項４に記載の箸ホルダーによれば、第１弾性体又は第２弾性体と箸の接触部の変形
量が少ないために箸の回動抵抗を低減できる。また、それによって、握力の下がった人に
も箸ホルダーが使い易くなることが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る箸ホルダーを示すもので、（ａ）は上面図、（ｂ
）は正面図である。
【図２】図１に示した箸ホルダーの基部と対向部を拡大して示すもので、（ａ）は上面図
、（ｂ）は正面図である。
【図３】図１に示した箸ホルダーの第１弾性体を拡大して示すもので、（ａ）は上面図、
（ｂ）は断面図である。
【図４】図１に示した箸ホルダーの第２弾性体を拡大して示すもので、（ａ）は上面図、
（ｂ）は正面図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る箸ホルダーの変形例の基部と対向部を拡大して示
すもので、（ａ）は上面図、（ｂ）は正面図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る箸ホルダーを示すもので、（ａ）は上面図、（ｂ
）は正面図である。
【図７】図６に示した箸ホルダーの基部を拡大して示すもので、（ａ）は上面図、（ｂ）
は正面図である。
【図８】図６に示した箸ホルダーの対向部を拡大して示すもので、（ａ）は上面図、（ｂ
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）は断面図である。
【図９】図６に示した箸ホルダーの雄ネジを拡大して示すもので、（ａ）は正面図、（ｂ
）は底面図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る箸ホルダーを示すもので、（ａ）は上面図、（
ｂ）は正面図である。
【図１１】図１０に示した箸ホルダーの基部と対向部を拡大して示すもので、（ａ）は上
面図、（ｂ）は正面図である。
【図１２】図１０に示した箸ホルダーの第１弾性体を拡大して示すもので、（ａ）は上面
図、（ｂ）は（ａ）における略中心線部における断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明を実施するための形態を図面を参照しながら説明する。
【００２６】
　本発明の第１の実施形態に係る箸ホルダーＡは、図１～図４に示すように、一対の箸２
５、２６が着脱可能であり、装着した箸２５、２６の箸先が開閉可能なように箸２５、２
６の頭部を挟持して箸２５、２６での食事を補助するものである。この箸ホルダーＡは、
装着するとき一対の箸２５、２６の頭部が摺動可能な平面部分２、３を有する基部１と、
基部１に接続され、基部１の平面部分２、３に対向する対向部５と、装着した箸２５、２
６の箸先の開き角度を所定の開き角度に制限するストッパー部７、８と、基部１と対向部
５との間に配置され、装着した箸２５、２６の頭部を基部１に向かって押しつける第１弾
性体１５と、箸２５、２６の頭部を基部１の平面部分２、３上で滑動可能としストッパー
部７、８に押しつけて箸先を所定の開き角度に広げる第２弾性体１９と、を備えており、
箸２５、２６の箸先を閉じる向きに力を加えると、ストッパー部７、８の一端を支点とし
て箸２５、２６が回動する。
【００２７】
　また、箸ホルダーＡは、箸２５、２６を装着した際に箸先が揃うように箸２５、２６の
頭部側の端面を押し当てる第１立上げ部４を基部１の平面部分２、３の奥側に立設してい
る。
【００２８】
　また、箸ホルダーＡは、箸２５、２６の装着時の挿入性を良くする第２立上げ部９、１
０を平面部分２、３の中心線に略沿って立設している。第２立上げ部９、１０は、第１弾
性体１５を支えてもいる。
【００２９】
　また、箸ホルダーＡは、第１弾性体１５において装着した箸２５、２６の頭部に接触す
る箸押付け部分１７、１８が、箸２５、２６の反力で撓んで凹むのを防止するために円弧
状、折り曲げ状、又は棒状にして強化されている。
【００３０】
　次に、図１～図４に従って箸ホルダーＡのより詳細な説明を行う。
【００３１】
　図１は、箸ホルダーＡを示すもので、(ａ)が上面図、(ｂ)が正面図である。これらの図
面は、三角法で記し、夫々の部位に符号を表記し、部品の形状や部位を図示した。従って
各図面での詳細な説明は、一部を省略する。また、実際の箸ホルダーＡでは、各部の角や
端部に丸みを持たせて作成するのが良いが、図面上で分かり易くする目的で一部の丸みを
省略している。図１では、箸ホルダーＡに一対の箸２５と箸２６を装着した状態を示すが
、箸２５、２６は、本発明の範囲外のために２点鎖線の仮想線で示した。
【００３２】
　図１（ａ）は、箸ホルダーＡに１膳の箸２５及び箸２６を装着した図で、左右で略対称
の中心線部の上部に対向部５、その下に第１弾性体１５の箸押付け部分１７が箸２５、２
６の頭部を、また、箸押付け部分１８が箸２５、２６の頭部の少し箸先側で箸２５及び２
６を基部１の後述の平面部分２、３に挟み込んだ構成とした箸ホルダーＡの上面から見た
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図面である。また、箸２５及び箸２６の頭部は、基部１の平面部分２、３からの第１立上
げ部４に突き当てた状態を図示した。
【００３３】
　図１(ｂ)は、図１(ａ)の箸ホルダーＡの右側面から見た図面で、第１弾性体１５と基部
１の平面部分２、３の間に基部１の略中央線上において箸２５及び箸２６の太さより等し
いか少し少ない寸法の第２立上げ部１０と第２立上げ部９を平面部分３より立ち上げて形
成し、第２弾性体１９が２本の箸２５、２６の内側から箸開き用のストッパー部７及びス
トッパー部８の箸当り面に箸２５、２６を押し当て、第１立上げ部４に延長して形成され
た対向部５の先端で下向きに第１弾性体装着部６を形成し、第１弾性体装着部６に第１弾
性体１５の後述する装着溝１６に嵌め込んだ状態を示す正面図である。
【００３４】
　箸ホルダーＡは、基部１と対向部５が一体となっている。
【００３５】
　箸２５、２６は、２点鎖線で示し、透明な物として箸２５、２６が装着された状態を示
している。従って、第１弾性体１５は、弾性変形して第２立上げ部１０より箸先側におい
て箸２５、２６を押し付ける状態を示しているが、２本の箸２５、２６が装着されていな
い時には、第１弾性体１５の押し付け部１８が第２立上げ部１０の上面に押し当たってお
り、同様に箸押付け部分１７は、第２立上げ部９の上面に押し当たっている。箸２５、２
６を装着する際は、基部１の平面部分２、３の先端部２８に箸２５、２６の頭部を押し当
てて、同時に第１弾性体１５の箸押付け部分１８を持ち上げるようにして箸２５、２６を
挿入し押し込み、箸押付け部分１７を押し広げて立上げ部４に箸２５、２６の頭部が押し
当たるまで挿入する。箸２５、２６は、１本毎に左右で夫々の箸２５、２６を装着する。
箸２５、２６が装着される前の状態では、箸押付け部分１８は、第２立上げ部１０の先端
部２７の上を押付け、一方の箸押付け部分１７は、第２立上げ部９の上を押付けているた
め、第１弾性体１５の押付け力で第１弾性体装着部６と後述する図３の第１弾性体１５の
装着溝１６に嵌合し滑動できる構造の一例を図示した。本箸ホルダーＡは、第１弾性体１
５を第１弾性体装着部６から取外し内部を洗浄できる構成のものである。
【００３６】
　箸２５、２６を装着していない箸ホルダーＡにおいても第１弾性体１５の箸押付け部分
１７及び箸押付け部分１８では、第２立上げ部９及び第２立上げ部１０の上をある程度の
力で押し付けていて、細い箸２５、２６を挿入した時にも箸２５、２６を平面に押し付け
る力を予め溜めておく必要がある。また、同時に太い箸２５、２６を装着した場合にも第
１弾性体１５は、永久変形を起こさない範囲に設計する必要があることは勿論である。
【００３７】
　なお、箸２５、２６の装着時の挿入性を良くする第２立上げ部１０の構成方法の一例は
、箸２５、２６を平面部分２及び平面部分３に押し当てる第１弾性体１５の箸先側の箸押
付け部分１８とそれを支える平面部分２及び平面部分３からの第２立上げ部１０の先端部
を該平面部分２及び平面部分３の先端部２８より少し前に長くなる位置に出し、該箸２５
、２６を挿入する際に該平面部分２及び平面部分３の先端部２８に箸２５、２６の頭部を
押し当て、同時に箸２５、２６の頭部で第１弾性体１５の箸先側の箸押付け部分１８を持
ち上げて該箸２５、２６を挿入する箸ホルダーＡの機構とする方法もある。
【００３８】
　また、箸２５、２６の挿入性を良くするために平面部分２及び平面部分３の先端部２８
より前に第１弾性体１５の箸先側の箸押付け部分１８を出す方法は、先端部２８を一律に
出す方法と箸２５、２６の頭部が部分的にかかる程度に一部を出す方法などあるが、これ
らの形状・寸法は限定されるものではない。
【００３９】
　第２立上げ部９、１０は、第１弾性体１５を支えてもおり、箸２５、２６を装着してい
ない状態でも第１弾性体１５が基部１の平面部分２、３から箸２５、２６の太さ前後の高
さに保たれているので、箸２５、２６を挿入するのが容易になる。
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【００４０】
　図１では、基部１の箸先側端部と箸２５、２６の頭部において、装着する箸２５、２６
の２箇所において基部１の平面部分２及び平面部分３に箸２５、２６を押し付ける第１弾
性体１５を提案しているが、その中間部において第１弾性体１５を箸２５、２６に作用す
る構成に変更して該箸ホルダーＡへの箸２５、２６の挿入時の装着性を良くするために平
面部分２及び平面部分３の中間部を凹ませることによって改良する箸挿入口を構成した箸
ホルダーＡを形成した場合にも箸２５、２６を平面部分２、３に押し当てる力が弱まる分
、第１弾性体の押付け強度を高めれば可能で、１箇所に第１弾性体を作用させても良い。
【００４１】
　図２は、図１に示した箸ホルダーＡの基部１及び対向部５などを拡大して示すもので、
(ａ)は上面図、(ｂ)は正面図である。これらの図面は、三角法で記し、夫々の部位に符号
を表記し、部品の形状や部位を図示した。従って各図面での詳細な説明は、一部を省略す
る。また、背面図と側面図と底面図は省略している。図２及び後述する図３、図４の上面
図、正面図は、図１の上面図、正面図をそれぞれ９０度時計まわりに回転させて示してい
る。
【００４２】
　基部１の平面部分２に箸開き用のストッパー部７の垂直な箸当り面１３を形成し、もう
一方の平面部分３に箸開き用のストッパー部８の垂直な箸当り面１４を形成している。こ
れら箸当り面１３及び箸当り面１４による箸開き角度を所定の開き角度に形成している。
ストッパー部７及びストッパー部８の第１立上げ部４側の端部を箸２５、２６が回動する
支点５４としている。第１立上げ部４を、図示の右側端部に示すように、略垂直に立ち上
げ形成し、その上面に対向部５を平面部分２及び平面部分３に略コの字状に形成している
。対向部５の先端部において下向きに第１弾性体装着部６を形成している。
【００４３】
　平面部分２、３の中心線に略沿って立設する第２立上げ部９、１０は、第２弾性体１９
を支持するための溝からなる第２弾性体支持部１１よりも奥側の部分（第２立上げ部９）
と前側の部分（第２立上げ部１０）から形成されている。第２立上げ部１０の先端部２７
を平面部分２及び平面部分３の先端部２８より前に出して形成し、第２立上げ部９を略中
心線部において第１立上げ部４まで直線状に形成している。第２立上げ部９及び第２立上
げ部１０の立ち上げ寸法を挿入される箸２５、２６の太さ寸法と同等、又は、それ以下の
寸法で形成している。
【００４４】
　平面部分２及び平面部分３は、互いに同じ平面を構成し、ストッパー部７及びストッパ
ー部８の立ち上がり寸法は、第２立上げ部９及び第２立上げ部１０に同等又はそれ以下の
寸法で立ち上げるのが良い。また、溝からなる第２弾性体支持部１１とそれに挿入される
第２弾性体１９の後述する装着部２０との隙間の関係から第２弾性体１９の後述する先端
２３、２４が傾いて平面部分２、３を傷付ける可能性がある場合は、弾性体支え部１２を
平面部分２、３に平行に形成するのが良い。但し、隙間が少なくできる場合や接着などし
て固定できる場合には、弾性体支え部１２は、不要とすることも可能である。
【００４５】
　一般の割り箸２５、２６の厚さは、少ない物で約４ｍｍであるために第２立上げ部９及
び第２立上げ部１０の立上げ寸法は、４ｍｍより少し少ない寸法で立ち上げるのが良い。
専用の箸２５、２６を使う場合には、箸２５、２６の太さに寸法の違いがあるためにそれ
らの最小太さに合わせて製作すれば、第２立上げ部１０の先端部２７を平面部分２及び平
面部分３の先端部２８より長く出して形成しているために箸２５、２６の挿入時に第１弾
性体の箸押付け部分１８を箸２５、２６の頭部で持ち上げ易くなり箸２５、２６の挿入性
が良くなる箸ホルダーＡが構成できる。
【００４６】
　また、第２立上げ部１０の先端部２７を平面部分２及び平面部分３の先端部２８より前
に出して形成しているために箸２５、２６の装着性に良い効果がある。更に、先端部２８
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の一部において平面部２及び平面部３の一部を削り傾斜面を作り、箸２５、２６の頭部が
傾斜面に沿って挿入できる挿入口を形成することで箸の装着性を高める機構とすることも
可能である。
【００４７】
　図３は、図１に示す箸ホルダーＡに組み込まれる第１弾性体１５を拡大して示すもので
、(ａ)は上面図、(ｂ)は、上面図の中心線上での断面図である。底面図、側面図等は省略
している。第１弾性体１５は、板ばねの形状のものであり、合成樹脂や合成ゴムや金属な
どによって形成することができる。また、第１弾性体１５は、両側に対称に、剛性のある
形状の箸押付け部分１８と箸押付け部分１７が形成されている。また、略中央部において
第１弾性体装着部６に嵌まり滑動する装着溝１６が形成されている。これによって第１弾
性体１５は対向部５に取り付けられるが、ネジや接着などで固定することも可能で、同様
の働きをすれば取り付け方法は限定されるものではない。
【００４８】
　なお、第１弾性体１５の箸押付け部分１７、１８の剛性を上げる方法は、折り曲げて端
部の強化を図る方法や別部材を使って端部をカバーする方法など第１弾性体の箸２５、２
６に接触する両端部を剛体化できるものであれば、形状・材質なども図示されたものに限
定されるものではない。また、合成樹脂などで作る場合は、箸２５、２６に接触する部分
を一定の断面形状の曲面にするなどして剛性を高めるのが良い。また、第１弾性体１５に
ついては、箸２５、２６の太さが太くなっても弾性体が永久変形を起こさない範囲で形成
し、第１弾性体１５が取り付けられる対向部５を部分的にも弾性のある材料や素材の弾力
性を利用して形成し構成することによって箸２５、２６がより太い場合にでも装着できる
ようにしても良い。
【００４９】
　箸ホルダーＡでは、第１弾性体１５も箸２５及び箸２６を取外した後で取外せるため箸
ホルダーＡの内部まで分解掃除ができ、内部まで清潔に保てる効果がある。
【００５０】
　図４（ａ）は、第２弾性体１９の一例を拡大して示す上面図である。図４（ｂ）は、図
４（ａ）の正面図で夫々の部位は、対応して図示している。底面図、側面図等は省略して
いる。第２弾性体１９は、装着部２０を中心に広がり箸押付け部分２１と箸押付け部分２
２を形成し、第２弾性体１９の先端２３と先端２４を略対称に形成する。図面上の例では
、直線的に弾性体を折り曲げて加工した例を示しているが、曲線と直線を使って形成して
も良い。箸押付け部分２１、２２において先端を内側に曲げることによって箸２５、２６
を箸ホルダーＡから抜く際に抜き出し易い効果がある。また、逆に装着した箸２５、２６
を容易に抜き出せないように箸押付け部２１、２２の先端を直線状に形成し、挿入する箸
２５、２６の頭部に溝を形成してこれを噛み合うように装着することも可能で、小児など
が箸２５、２６を抜き出して遊ばないように箸ホルダーＡを製作することも可能である。
【００５１】
　第２弾性体１９は、板状のばね材から作成したものであるが、金属や合成樹脂を成形し
て作ることが出来る。また、合成樹脂の場合には、基部１を製作する時に第２弾性体１９
を同時に成形することができ、第２弾性体１９の部分に弾力性の高い合成樹脂や合成ゴム
材等を同時一体成形で作ることもできる。これらの製法に伴う材料や材質、成形方法など
は限定されるものではない。
【００５２】
　次に、箸ホルダーＡの変形例を図５に基づいて説明する。図５は、その変形例の箸ホル
ダーＡ’の基部１’と対向部５’などを示すものであって、(ａ)が上面図、(ｂ)が正面図
である。図５は、三角法で記し、夫々の部位に符号を表記し、部品の形状や部位を図示し
た。従って図面での詳細な説明は、一部を省略する。
【００５３】
　図１に示した箸ホルダーＡでは基部１における第２弾性体１９が箸の内側から作用して
箸先を広げる構成のものであったが、図５に示す箸ホルダーＡ’では、基部１’における
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第２弾性体１９Ａ’、１９Ｂ’が箸の外側から作用して箸先を広げるものである。第２弾
性体１９Ａ’、１９Ｂ’は、基部１’と一体に形成され、また、箸開き用のストッパー部
７’、８’は２本の箸の内側にある。
【００５４】
　図５(ａ)では、基部１’の平面部分２’、３’が互いに同一平面で、その中間部に第２
立上げ部９’を装着する箸２５、２６の太さ寸法に同等または少し低い寸法で立上げてい
る。第２立上げ部９’の側面に、箸開き用のストッパー部７’及びストッパー部８’を形
成している。また、奥側に第１立上げ部４’を形成している。ストッパー部７’及びスト
ッパー部８’の一部が箸２５、２６が回動する支点５４’となり、ストッパー部７’、８
’と第２立上げ部９’の奥側との間で所定の箸開き角度を出す構成となる。よって、スト
ッパー部７’及びストッパー部８’の両方の支点５４’、５４’間の寸法は、箸の開き角
度に合わせて適切に決める。第２弾性体１９Ａ’、１９Ｂ’は夫々第２弾性体支持部１１
Ａ’、１１Ｂ’にて、一体に基部１’に形成されている。第１立上げ部４’の先端には、
対向部５’を延長して形成しており、対向部５’の先端には平面部分２’、３’に向かっ
て第１弾性体装着部６’を形成している。
【００５５】
　図５(ｂ)では、基部１’の平面部分２’、３’から第１立上げ部４’と対向部５’をコ
の字状に形成していることを示している。基部１’の箸装着口側の先端部２８’より第２
立上げ部９’の先端部２７’が少し前になるように形成した理由は、箸の装着性を良くす
るためのものであり、図２の基部１と同様の働きをする。
【００５６】
　箸ホルダーＡ’では、箸ホルダーＡの場合と同様の図３に示した第１弾性体１５を用い
ることができる。なお、箸開き用のストッパー部７’、８’の先端部の支点５４’は、図
５においては尖っているが、この形状を利用して予め箸２５、２６に箸の曲がりや箸先合
わせの調整を容易にする目的の凹み部を箸２５、２６の所定の部位に付けておくことでよ
り使い易い箸ホルダーＡ’とすることも可能である。先端部の支点５４’の形状は箸２５
、２６に付けられた凹みの形状に合わせれば円弧状でも良く、形状を特定するものではな
い。
【００５７】
　次に、本発明の第２の実施形態に係る箸ホルダーＢを、図６～図９に基づいて説明する
。箸ホルダーＢは、一対の箸４２、４３が着脱可能であり、装着した箸４２、４３の箸先
が開閉可能なように箸４２、４３の頭部を挟持して箸４２、４３での食事を補助するもの
である。この箸ホルダーＢは、装着するとき一対の箸４２、４３の頭部が摺動可能な平面
部分５６、５７を有する基部５５と、基部５５に接続され、基部５５の平面部分５６、５
７に対向する対向部６９と、装着した箸４２、４３の箸先の開き角度を所定の開き角度に
制限するストッパー部７１、７２と、基部５５と対向部６９との間に配置され、装着した
箸４２、４３の頭部を基部５５に向かって押しつける第１弾性体７４、７５、７６、７７
と、箸４２、４３の頭部を基部５５の平面部分５６、５７上で滑動可能としストッパー部
７１、７２に押しつけて箸先を所定の開き角度に広げる第２弾性体６３、６４と、を備え
ており、箸４２、４３の箸先を閉じる向きに力を加えると、ストッパー部７１、７２の一
端を支点５４として箸４２、４３が回動する。
【００５８】
　また、箸ホルダーＢは、箸４２、４３を装着した際に箸先が揃うように箸４２、４３の
頭部側の端面を押し当てる第１立上げ部７０を対向部６９の奥側に立設している。
【００５９】
　また、箸ホルダーＢは、箸４２、４３の装着時の挿入性を良くする第２立上げ部６１を
平面部分５６、５７の中心線に略沿って立設している。
【００６０】
　次に、図６～図９に従って箸ホルダーＢのより詳細な説明を行う。これらの図面は、三
角法で記し、夫々の部位に符号を表記し、部品の形状や部位を図示した。従って各図面で



(10) JP 5943520 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

分かる詳細な説明は、一部を省略する。
【００６１】
　図６は、箸ホルダーＢを示すもので、(ａ)が上面図、(ｂ)が正面図である。図面での説
明を分かり易くするために、仮に基部５５と対向部６９が透明な物として図示した。また
、不透明な一対の箸４２と箸４３を箸ホルダーＢに装着した状態を図示するが、箸４２、
４３は、本発明の範囲外のために２点鎖線の仮想線で示した。
【００６２】
　図６（ａ）は、箸ホルダーＢに１膳の箸４２及び箸４３を装着した図で、基部５５が透
明なものとして図示し、基部５５に一体に形成された２個の第２弾性体６３、６４が箸４
２及び箸４３を箸開き用のストッパー部７１及びストッパー部７２に押し当てた状態を示
す図面で、基部５５と対向部６９の雌ネジ７８に雄ネジ９６を組み合わせ、ネジ頭９５に
よって対向部６９を固定した箱型の箸ホルダーの上面図である。ストッパー部７１及びス
トッパー部７２は、対向部６９に立ち上げて形成している。なお、図６（ａ）では、箸４
２及び箸４３の後ろで４個の第１弾性体７４、７５、７６、７７の一部及びストッパー部
７１及びストッパー部７２の端部である箸が回動する支点５４が見えている。
【００６３】
　図６（ｂ）は、（ａ）の右側から見た箸ホルダーＢに１膳の箸４２及び箸４３を装着し
た正面図で、箸４２、４３は対向部６９に一体に形成された４個の第１弾性体７４、７５
、７６、７７によって基部５５の平面部分５６、５７に押し当てられた状態を示す正面図
である。雄ネジ９６のネジ頭９５は、不透明な物として図示した。なお、（ｂ）では、基
部５５の平面部分５６に箸４２が第１弾性体７４及び第１弾性体７５によって押し付けら
れているのが見えている。
【００６４】
　箸ホルダーＢは、基部５５と対向部６９が別体であり、対向部６９を基部５５からネジ
を緩める方向に回して取外すことができるものである。取外すことで、箸ホルダーＢの内
部が容易に洗浄できる。
【００６５】
　また、基部５５に形成された溝５８と溝５９と溝６０に嵌合する対向部６９に形成され
たストッパー部７１の突起８２とストッパー部７２の突起８３と立上げ部７０の突起７３
を組み合せた部分で接着や溶着などにより結合することも可能で、その場合には雌ネジ７
８や雄ネジ９６を必要としないため安価に製作できる。しかし、内部の分解洗浄ができな
くなるが、実用上では箸が取外せて洗浄できるため問題は少なく清潔に保てる。
【００６６】
　図７は、箸ホルダーＢの基部５５を拡大して示すもので、(ａ)は上面図、(ｂ)は正面図
である。これらの図面は、三角法で記し、夫々の部位に符号を表記し、部品の形状や部位
を図示した。従って各図面での詳細な説明は、一部を省略する。図７（ａ）では、同一平
面を形成する平面部分５６と平面部分５７の中間部において、装着する最も太い箸の頭部
の太さ寸法より少し大きい寸法で第２立上げ部６１を形成し、その中央付近にネジ用ガイ
ド６２を形成している。第２立上げ部６１の前端部のそれぞれの側面に、第２弾性体支持
部６７と第２弾性体支持部６８が設けられて、第２弾性体６３と第２弾性体６４を支持し
ている。また、基部５５の両側にストッパー部７１、７２の突起８２、８３を噛み合せる
溝５８、５９を夫々対称に形成し、第１立上げ部７０の後述する突起７３が噛合う溝６０
を形成している。また、図７とは逆に図面右側に第２弾性体支持部６７、６８を形成し、
第２弾性体６３、６４を図７とは逆向きに形成することも可能であるが、箸４２、４３の
装着性からすると図示の物が好ましい。しかし、箸４２、４３の内側から外向きに箸を押
す方法について図示の通りに限定するものではない。
【００６７】
　図７（ｂ）では、基部５５の端部まで溝６０や溝５８を延長して図示しているが、実際
には基部５５の端部より内側に溝６０や溝５８は形成するようにする方が外観上は良い。
【００６８】
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　図８は、箸ホルダーＢの対向部６９の拡大図で、(ａ)は上面図、(ｂ)は、（ａ）の中心
線上の断面図である。図８（ａ）では、雌ネジ７８と後述する図９で示す雄ねじ９６とに
よって、対向部６９は基部５５と組み合わされる。４個の第１弾性体７４、７５、７６、
７７は、対向部６９に取り付けられている。基部５５の溝６０及び溝５８、５９に噛み合
うために、第１立上げ部７０の上端部には突起部７３が形成され、ストッパー部７１及び
ストッパー部７２の上端部には突起部８２と突起部８３が夫々形成されている。突起部７
３、８２、８３は、基部５５の溝６０、５８、５９に噛み合う形状にしているので、箸ホ
ルダーＢの箱としての強度を高める働きをする効果がある。
【００６９】
　ストッパー部７１及びストッパー部７２と第１立上げ部７０の間に夫々対称の位置にお
いて箸の頭部の当りを逃げる逃げ部７９を形成しストッパー部７１、７２と逃げ部の折れ
曲がり部が箸の回動の支点５４となって箸の開閉で箸が前方に抜け出さない働きをさせて
いる。また、第１弾性体７４、７５、７６、７７が撓んだ際に対向部６９の本体と接触し
ないように夫々の第１弾性体７４、７５、７６、７７が可動する周囲３方向には隙間を設
けておく必要が有る。
【００７０】
　図８（ｂ）は、図８（ａ）の正面図において中心線上における対向部６９の断面図であ
り、第１弾性体７６及び第１弾性体７７が対向部６９より基部５５の平面部分５６又は５
７に向かって浮き出た状態になっている。第１弾性体７４、７５、７６、７７の箸４２、
４３に接触する部分の形状については、前述した箸ホルダーＡと同様に、図示された如く
剛性を高める円弧状の折り曲げや、角度を付けた折り曲げなどを形成するが、形状を特定
するものでない。また、少しの返しは、箸の着脱性を良くする効果がある。
【００７１】
　なお、箸開き用のストッパー部７１及びストッパー部７２と第１立上げ部７０を対向部
６９側に形成した一例を図示したが、基部５５の側にこれらの部位を形成して同様に箱型
の箸ホルダーＢを構成することも可能であり、図面の一例に限定するものではない。
【００７２】
　図９は、箸ホルダーＢの基部５５と対向部６９を組み合わせ固定するための雄ネジ９６
の拡大図で、(ａ)は正面図、(ｂ)は、底面図である。図９（ａ）は、雄ネジ９６を正面か
ら見た正面図で、上部のネジ頭９５を一体に形成し、下に雄ネジ９６を形成している。但
し、図示した如く雄ネジ９６にネジ部を無くした細い部分を形成しているが、この部分で
基部５５に装着した時に雄ネジ９６が抜けないようにＣ型のワッシャーなどをこの部分に
嵌めることによって容易にネジだけが基部５５から外せないようにすることも可能で、安
全上の配慮が必要な場合に活用できるので、一例として図示した。図９（ｂ）は、図９（
ａ）の雄ネジ９６を底面から見た底面図で、ネジ頭９５には、手で摘みやすい筋を形成し
た一例であるが、こうしたネジ等の固定方式用の一例を示したものである。
【００７３】
　ネジに代わる雌雄で係止するスナップ式固定部を使って基部５５と対向部６９を組み合
わせ固定することも可能であり、ネジ式の固定方法について限定するものではない。また
、溶着や接着などで基部５５と対向部６９を組み合わせ固定することも可能である。しか
し、内部の洗浄を容易にできなくなる欠点があるが、金型などを安価に製作できる効果が
ある。
【００７４】
　次に、本発明の第３の実施形態に係る箸ホルダーＣを、図１０～図１２に基づいて説明
する。箸ホルダーＣは、一対の箸１３７、１３８が着脱可能であり、装着した箸１３７、
１３８の箸先が開閉可能なように箸１３７、１３８の頭部を挟持して箸１３７、１３８で
の食事を補助するものである。この箸ホルダーＣは、装着するとき一対の箸１３７、１３
８の頭部が摺動可能な平面部分１０２を有する基部１０１と、基部１０１に接続され、基
部１０１の平面部分１０２に対向する対向部１１６と、装着した箸１３７、１３８の箸先
の開き角度を所定の開き角度に制限するストッパー部１１８、１２２と、基部１０１と対
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向部１１６との間に配置され、装着した箸１３７、１３８の頭部を基部１０１に向かって
押しつける第１弾性体１２８、１３０、１３２、１３４と、箸１３７、１３８の頭部を基
部１０１の平面部分１０２上で滑動可能としストッパー部１１８、１２２に押しつけて箸
先を所定の開き角度に広げる第２弾性体１０３、１０６と、を備えており、箸１３７、１
３８の箸先を閉じる向きに力を加えると、ストッパー部１１８、１２２の一端を支点とし
て箸１３７、１３８が回動する。
【００７５】
　また、箸ホルダーＣは、箸１３７、１３８を装着した際に箸先が揃うように箸１３７、
１３８の頭部側の端面を押し当てる第１立上げ部１１７を対向部１１６の奥側に立設して
いる。
【００７６】
　また、箸ホルダーＣは、箸１３７、１３８の装着時の挿入性を良くする第２立上げ部１
０９、１２７を平面部分１０２の中心線に略沿って立設している。
【００７７】
　次に、図１０～図１２に従って箸ホルダーＣのより詳細な説明を行う。この図面は、三
角法で記し、夫々の部位に符号を表記し、部品の形状や部位を図示した。従って図面での
詳細な説明は、一部を省略する。
【００７８】
　図１０は、箸ホルダーＣを示すもので、(ａ)が上面図、(ｂ)が正面図である。図面での
説明を分かり易くするために、仮に基部１０１と対向部１１６が透明な物として内部が見
える形で図示している。また、不透明な一対の箸１３７と箸１３８を該箸ホルダーに装着
した状態を図示するが、箸１３７、１３８は、本発明の範囲外のために２点鎖線の仮想線
で示した。なお、基部１０１と対向部１１６は、雌雄で係止するスナップ式固定部を一方
に雄型の係止部を、他方に雌型の係止部を形成し、それらを組み合わせて箱型の箸ホルダ
ーＣを組上げた一例を示すものである。
【００７９】
　図１０（ａ）は、箸ホルダーＣに１膳の箸１３７及び箸１３８を装着した図で、基部１
０１が透明なものとして図示している。図１０（ａ）では、基部１０１に一体に形成され
た第２弾性体１０３、１０６が箸開き用のストッパー部１１８及びストッパー部１２２に
押し当てた状態を示している。また、基部１０１の雄型の係止部１１１及び雄型の係止部
１１２に対向部１１６の雌型の係止部１２７及び雌型の係止部１２６に夫々に組み合わせ
て係止しすることによって基部１０１と対向部１１６を固定している。
【００８０】
　なお、図１０（ａ）では、箸１３７の後ろで第１弾性体１２８、１３０の一部、箸１３
８の後ろで第１弾性体１３２、１３４の一部がそれぞれ見え、ストッパー部１１８及びス
トッパー部１２２の端部である箸１３７、１３８が回動する支点１２０及び支点１２４が
見えている状態である。
【００８１】
　図１０（ｂ）は、（ａ）の右側から見た箸ホルダーＣに１膳の箸１３７及び箸１３８を
装着した正面図である。箸１３７、１３８は対向部１１６に一体に形成された４個の第１
弾性体１２８、１３０、１３２、１３４によって基部１０１の平面部分に押し当てられる
。なお、図１０（ｂ）では、基部１０１の平面１０２に箸１３８が第１弾性体１３２、１
３４によって押し付けられている状態を現している。
【００８２】
　箸ホルダーＣは、基部１０１と対向部１１６が別体であり、対向部１１６を基部１０１
の雄型の係止部１１２から雌型の係止部１２６を外し用凹み１１３に爪先などで引き離し
て取外し分解できるものである。取外し分解することで、内部を容易に洗浄できる。
【００８３】
　また、箸ホルダーＣは、箸を装着する前の状態で箸置きとして利用することができ、料
亭等で外国人向けの日本食の箸置き兼箸ホルダーとして活用できる。
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【００８４】
　また、基部１０１に形成された溝１１４と溝１１５に嵌合する対向部１１６に形成され
たストッパー部１１８の突起１１９とストッパー部１２２の突起１２３を組み合せる目的
は、ストッパー部１１８、１２２を夫々の溝と嵌合することでストッパー部１１８、１２
２の強度を高めるためのものである。また、夫々の溝と突起１１９、１２３の嵌合部で接
着や溶着などで結合すれば対向部１１６と基部１０１は、分解できないが、製作する時の
金型を安価にできる。
【００８５】
　図１１は、箸ホルダーＣの基部１０１を拡大して示すもので、(ａ)は上面図、(ｂ)は正
面図である。図１１（ａ）では、基部１０１に形成する平面部分１０２の箸挿入側の略中
間部において、装着する最も細い箸１３７、１３８の頭部の太さ寸法より少い寸法で第２
立上げ部１０９を形成している。また、第２立上げ部１０９に第２弾性体支持部１１０を
形成し、そして、第２弾性体１０３及び第２弾性体１０６を平面部分１０２に平行に形成
して第２弾性体支持部１１０により支持している。基部１０１の両側に箸開き用のストッ
パー部１１８、１２２の突起１１９、１２３を噛み合せる補強用の溝１１４及び溝１１５
を夫々対称に形成している。第２立上げ部１０９には、対向部１１６側の第２立上げ部１
２７の凹み部１３６と嵌合する突起部１１１を形成し、また、基部１０１の奥側に、対向
部１１６の第１立上げ部１１７の内側に形成した凹型の係止部１２６と嵌り合う凸型の係
止部１１２を形成している。また、箸１３７、１３８の内側から外向きに箸１３７、１３
８を押す第２弾性体１０３、１０６の形成方法について図示の通りに限定するものではな
い。また、第２弾性体１０３、１０６の先端部近傍に箸押付け部１０４、１０７を内側に
曲げて形成し、先端１０５及び先端１０８には、更に箸１３７、１３８の表面が滑り易く
する傾斜面を形成するのが良い。
【００８６】
　図１１（ｂ）では、箸開き用のストッパー部１１８の補強用の溝１１５の形成時の溝の
深さを点線で示し、箸開き用のストッパー部１１８の突起１１９を噛み合せる補強用の溝
１１５と突起部１１１、係止部１１２、外し用凹み１１３を示している。
【００８７】
　図１２は、箸ホルダーＣの対向部１１６の拡大図で、(ａ)は上面図、(ｂ)は、（ａ）の
中心線上の断面図である。対向部１１６には、４個の第１弾性体１２８、１３０、１３２
、１３４が取り付けられている。対向部１１６には、対向部１１６側の第２立上げ部１２
７が設けられており、第２立上げ部１２７には、基部１０１と組み合わせ係止するための
凹み部１３６が形成されている。第２立上げ部１２７は、対向部１１６が基部１０１と組
み合わせ係止されたとき、基部１０１の第２立上げ部１０９とともに第２立上げ部を形成
する。
【００８８】
　対向部１１６には、第１立上げ部１１７が設けられており、第１立上げ部１１７の内側
には、基部１０１と組み合わせ係止するための凹型の係止部１２６が形成されている。係
止部１２６は、対向部１１６の中心線部近傍に形成され、基部１０１に形成した凸型の係
止部１１２に嵌り合う。
【００８９】
　対向部１１６の上下の両側においては、ストッパー部１１８及びストッパー部１２２を
挿入する箸１３７、１３８の太さ以上の寸法で立ち上げている。夫々のストッパー部１１
８、１２２の夫々の先端に基部１０１に形成した溝１１４及び溝１１５に噛み合う突起１
１９及び突起１２３を形成している。第１立上げ部１１７は、ストッパー部１１８とスト
ッパー部１２２とを接ぐようにそれらと一体に形成している。
【００９０】
　ストッパー部１１８及びストッパー部１２２と立上げ面において夫々対称の位置で箸１
３７、１３８の頭部が回動する支点部１２０及び支点部１２４と箸１３７、１３８の頭部
の当りを逃げる逃げ部１２１及び逃げ部１２５を形成し、ストッパー部１１８、１２２と
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逃げ部１２１、１２５の折れ曲がり部が箸１３７、１３８の回動の支点となって箸先の開
閉で箸１３７、１３８が前方に抜け出さない働きをさせている。また、第１弾性体１２８
、１３０、１３２、１３４が撓んだ際に対向部６９の本体と接触しないように夫々の第１
弾性体１２８、１３０、１３２、１３４が可動する周囲３方向には隙間を設けておく必要
が有る。
【００９１】
　また、夫々の第１弾性体１２８、１３０、１３２、１３４には、箸当り部１２９、１３
１、１３３、１３５を断面が曲線状に形成し、箸１３７、１３８の挿入性を良くするため
に第１弾性体１２８、１３２の先端部は長くし先端に対向部１１６との隙間が少なくなる
ように図１２（ｂ）に図示する如く形成するのが良い。
【００９２】
　図１２（ｂ）は、図１２（ａ）の正面図において中心線上における対向部１１６の断面
図であり、第１弾性体１２８、１３０が対向部１１６より平面部分１０２に向かって浮き
出た状態になっていることを示している。第１弾性体１３０の箸１３７、１３８に接触す
る部分の形状については、図示された如く剛性を高める円弧状の折り曲げや、角度を付け
た折り曲げなど形状を限定するものでないことは言うまでもない。また、先端の返しは、
箸１３７、１３８の着脱性を良くする効果がある。
【００９３】
　また、ストッパー部１１８の突起部１１９は、図１１の基部１０１に形成した溝１１５
に噛み合う形状に形成し、反対側のストッパー部１２２の突起部１２３は、該基部１０１
に形成した溝１１４に噛み合う形状に形成しているので、箱型の箸ホルダーＣの箱の噛み
合せ強度を高める働きをする効果がある。しかし、対向部１１６に使用する材料によって
はこれらの突起部１１９、１２３を形成しないで箸ホルダーＣも製作可能である。
【００９４】
　なお、箸開き用のストッパー部１１８及びストッパー部１２２と第１立上げ部１１７を
対向部１１６側に形成した一例を図示したが、基部１０１の側にこれらの部位を形成して
同様に箱型の箸ホルダーＣを構成することも可能であり、図面の一例に限定するものでは
ない。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明は、障害者用箸補助具を製造する産業で利用される。
【符号の説明】
【００９６】
　Ａ　箸ホルダー
　１　基部
　２、３　基部の平面部分
　４　第１立上げ部
　５　対向部
　６　第１弾性体装着部
　７、８　ストッパー部
　９、１０　第２立上げ部
　１１　第２弾性体支持部
　１２　第２弾性体支え部
　１３、１４　箸当り面
　１５　第１弾性体
　１６　第１弾性体の装着溝
　１７、１８　第１弾性体の箸押付け部分
　１９　第２弾性体
　２０　第２弾性体装着部
　２１、２２　第２弾性体の箸押付け部分
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　２３、２４　第２弾性体の先端
　２５、２６　箸
　２７　第２立上げ部の先端部
　２８　基部１の平面部分２、３の先端部
　５４　支点
　Ｂ　箸ホルダー
　４２、４３　箸
　５５　基部
　５６、５７　基部の平面部分
　５８　ストッパー部７１の突起８２用の溝
　５９　ストッパー部７２の突起８３用の溝
　６０　第１立ち上げ部７０の突起７３用の溝
　６１　第２立上げ部
　６２　ネジ用ガイド
　６３、６４　第２弾性体
　６５、６６　第２弾性体の箸押付け部分
　６７、６８　第２弾性体支持部
　６９　対向部
　７０　第１立上げ部
　７１、７２　ストッパー部
　７３　第１立上げ部７０の突起
　７４、７５、７６、７７　第１弾性体
　７８　雌ネジ
　７９　逃げ部
　８０　第１弾性体７６の箸押付け部分
　８１　第１弾性体７７の箸押付け部分
　８２　ストッパー部７１の突起
　８３　ストッパー部７２の突起
　９５　ネジ頭
　９６　雄ネジ
　Ｃ　箸ホルダー
　１０１　基部
　１０２　基部の平面部分
　１０３、１０６　第２弾性体
　１０４、１０７　第２弾性体１０３、１０６の箸押付け部分
　１０５、１０８　第２弾性体１０３、１０６の先端
　１０９、１２７　第２立上げ部
　１１０　第２弾性体支持部
　１１１　第２立上げ部１０９の突起部
　１１２　凸型の係止部
　１１３　外し用凹み
　１１４　ストッパー部１２２の突起部１２３用の溝
　１１５　ストッパー部１１８の突起部１１９用の溝
　１１６　対向部
　１１７　第１立上げ部
　１１８、１２２　ストッパー部
　１１９　ストッパー部１１８の突起部
　１２０、１２４　支点部
　１２１　逃げ部
　１２３　ストッパー部１２２の突起部
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　１２６　凹型の係止部
　１２８、１３０、１３２、１３４　第１弾性体
　１２９、１３１、１３３、１３５　第１弾性体１２８、１３０、１３２、１３４の箸当
り部
　１３６　凹み部
　１３７、１３８　箸

【図１】 【図２】



(17) JP 5943520 B2 2016.7.5

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(18) JP 5943520 B2 2016.7.5
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】



(20) JP 5943520 B2 2016.7.5

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００６－１１０２８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１７７１８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２５４８０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０１６４２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－２２５３６１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４７Ｇ　　２１／１０　　　　
              Ａ６１Ｇ　　１２／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

